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共鳴摂動磁場（RMP）を用いてMHD不安定

性を制御する場合において、核融合プラズマの

エルゴディック領域におけるプラズマ輸送の

基本的な性質を理解することは重要である。低

衝突領域におけるトロイダルプラズマの衝突

輸送現象に対するRMPが与える影響について、

核融合科学研究所プラズマシミュレータを用

いて解析（δf法に基づくドリフト運動論的シミ

ュレーション）を行った。 
背景プラズマの密度・温度分布を固定、電

場・平均速度・中性粒子・不純物は無視する仮

定の下でRMPを印加した場合、イオンの動径方

向熱拡散係数は図１のようにνeff/ωbに依存する

ことが分かった。ここに、νeff ~ ν/εtは有効衝突

周波数、ωbはバウンス周波数である。また、χr
(0)

は新古典熱拡散係数である。 
 

 
図１．熱拡散係数とνeff/ωbの関係 

 
図１より、ωb/νeffが熱拡散係数を決める主要な

物理パラメータの１つであることが分かる。さ

らに、図２および３のように、粒子質量mおよ

びトロイダル磁場強度|Bt0|に対する依存性につ

いても調べた。 

 
図２．熱拡散係数とmの関係 

 

 
図３．熱拡散係数と|Bt0|の関係 

 
以上のシミュレーション結果を整理すると、イ

オン熱拡散係数は下記のようにまとめられる。 
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ここで、 0
~c は係数であり、 4

0 10~~ −c である。 
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